
事業概要説明シート 事務事業番号　　　10503390011

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

根拠法令

実施方法

目　　　的
（何のために）

決裁

■直営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市民が文化・芸術に触れる機会を設けることにより、文化・芸術活動の活性化を図る。

事務事業名

事業開始年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

文化振興事業

平成21年度～

市民

①ひらかた将棋イベント
　小中学生を対象に枚方市にゆかりのある佐藤王将ほかプロ棋士による将棋教室を開催、63名が参加し
た。
②漢字文化祭
朝鮮半島から漢字を伝えたと言われる王仁博士の墓とされる大阪府史跡“伝王仁墓”があることにちなみ、
小学生を対象に漢字クイズ大会を実施、44名が参加した。
なお、市主催としての漢字クイズ大会については平成24年度の実施をもって終了し、平成25年度は霊岩郡
との交流事業として枚方市文化国際財団の事業として実施できるよう課題を整理し市と財団で事業を行い、
平成26年度以降は、財団の主催事業として引き継ぎ、実施する。
※くずはアートギャラリーは、くずはモール改装工事に伴い、平成25年度6月から休館しており、平成26年
度春にリニューアルオープンの予定である。

文化振興事業については、文化・芸術人口の裾野を広げ、市民の文化・芸術活動の活性化を図るために

類似事業
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一般財源 2,882 2,7488,722

平成24年度
事業費の主な内訳

金　　　額

270

60

内　　　　　容

受益者負担
(使用料等)

その他

国庫支出金

府支出金

2,748

財源内訳

H24年度決算 H25年度当初予算

8,722

H23年度決算

1.00

632

総事業費(A+B) 2,882

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H24年度決算 H25年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

文化振興事業については、文化・芸術人口の裾野を広げ、市民の文化・芸術活動の活性化を図るために
必要である。

H23年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

人件費計(A) 8,090 2,400 2,372

報奨金（講師謝礼130,000円×1人、60,000円×2人、30,000円×1人）

消耗品費（A4再生色上質紙500枚×6締、A3再生色上質紙500枚×6締など）

482 376

千円

千円

事業費の主な内訳
(人件費除く) 60

42

消耗品費（A4再生色上質紙500枚×6締、A3再生色上質紙500枚×6締など）

印刷製本費（ポスターA3サイズ270枚、チラシA4 サイズ1,000枚）



事業概要説明シート

単位

① 事業

② 人

③

① 円

②

③

事務事業番号

50

成果目標
（目標とする成果）

参加者数 229 107

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費／事業実施回数

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

2,223 1,241 2,776

H23年度 H24年度 H25年度(見込み)

事務事業名

事業開始年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

文化振興事業実施回数 4 2 1
活動実績

活動指標もしくは成果指標

より多くの市民に文化・芸術に触れる機会の提供を図るため参加しやすい環境を作るとともに、本事業の発
信PRに努め参加者の確保を行い、また効率的な運営を目標とする。

平成21年度～

文化振興事業

二次評価結果
（平成24年度）

・成果目標が抽象的で効果不明。
・事業内容の精査が必要では。
・中途半端な事業額に対して、本事業の目的が達成できるのか。効果的な事業内容、目標の再検討が必
要と思われる。

特記事項

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策
（平成24年度）

改善

アートスポットについては、設置場所が狭隘で、かつ作品の管理上も問題があ
るため廃止した。今後はくずはアートギャラリーの入口のショーケース等で市の
所蔵作品を展示する。
将棋イベントについては、平成24年度からは予選と本選を1日で行い、トーナメ
ントと初心者講座を分け、参加しやすい環境を作るとともに、効率的な運営に
努めた。漢字文化祭についても、同様に効率的な運営に向けた改善を図るほ
か、事業の効果について精査していく。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

本市の文化振興事業は、ソフト面では市民会館大ホールでの鑑賞事業や市
民合唱祭など、市民の文化活動の支援事業を枚方市文化国際財団が主体と
なり実施しており、内容的に市直営が望ましい事業だけを市が行っている。こ
のため事業費については必要最低限の予算確保をしている状況である。
市の直営事業としての漢字クイズ大会については平成24年度の実施をもって
終了する。平成25年度は枚方市の海外友好都市である霊岩郡の出身であり、
漢字を日本に伝えた王仁博士の墓が枚方にあるという歴史的なつながりがある
ことから、霊岩郡との交流事業として位置づけ、枚方市文化国際財団主催で実
施できるよう課題を整理し市と財団で事業を行い、平成26年度以降は、財団の
主催事業として引き継ぎ、実施する。

市主催としての漢字クイズ大会については平成24年度の実施をもって終了し、平成25年度は霊岩郡との交
流事業として枚方市文化国際財団の事業として実施できるよう課題を整理し市と財団で事業を行い、平成
26年度以降は、財団の主催事業として引き継ぎ、実施する。
従事職員数については平成25年度はアートスポットの休止、およびひらかた将棋イベントの開催を１日で
行ったことにより減少している。
なお、平成25年度は上記理由によりひらかた将棋イベントのみを実施する。


